会話で伝える　　　　　　《小学生の部　金賞》
伴南小学校６年　沖野　羽那
私が、平和な未来のためにできることは、相手と会話し伝えるということです。
どういうことかというと、暴力で相手を納得させようとせずに、しっかりくわしく、言葉で伝え合うということです。人間は、動物とちがい言葉で心を伝え合うことができます。会話することで、相手の事をより知れる。そして、理解しあえると思います。
友達ともめたりした場合、「この人いやだな。」と思うことがあります。でも、何度もくり返し会話していくうちに、心をうちあけることができ、知ることもできて、より仲を深められると思います。そして、相手のことを理解できるようになるはずです。会話には良い所がたくさんあります。
私は、このようなことから、言葉で会話しあう事が大事だと感じます。まずは、自分自身が頭に入れて行動していきます。
今を生きる者として　　　《小学生の部　銀賞》
山本小学校６年　荒本　直樹
世界で行われている紛争、内戦などの争いごとを止めさせられるのは、僕たちです。僕たち自身が、千羽づる折りなど身近な平和活動から参加し、広めていくことによって、世界の平和に関する意識を高めることができます。人種や宗教、考え方のちがいなどではなく、この地球で共に生きる仲間として互いに相手の気持ちを思いやる心を持てば必ず平和な社会は実現します。それは、今を生きる者としての自覚を一人一人が持てば早く実現するものだと思います。
僕の学校では、毎年平和集会が行われています。そんな行事を通して、ヒロシマの歴史をしっかり学び、二度と大きな過ちをくり返さないように、よりたくさんの人に伝えます。そして、平和活動に参加する人が増え、輪がもっと広がるといいなと思います。

平和な未来のために今、私ができること

　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　銅賞》
　　可部小学校６年　湯ノ木　花梨
　平和な未来のために私にできることを考えてみました。そして前に読んだマザー・テレサさんの言葉を思い出しました。「世界平和のためにできること。それは家に帰って家族を愛してください。」「平和を得られていないならそれは私達が仲間ということを忘れているからです。」身近な家族や、友達を大切にできない人が世界を平和にできるはずがありません。今、世界のどこかで戦争が起こっていて、一つの命が失われていても、私たちは、それに直接、関わることはできません。もちろん、世界に目を向けることも大切です。でも今、自分にできることは、身近にいる人のことを大切に想いながら生活すること。そして、今の幸せな生活に感謝すること。そして、その感謝を口に出して、相手に伝えることが平和につながると思います。
三つの心　　　　　　　　《小学生の部　銅賞》
長束小学校６年　藤川　空知
ぼくたちが平和のためにできることはいろいろあると思います。その中でも特にぼくが大切だと思うことがあります。それは謝る心、許せる心、そして感謝する心を持つことです。
謝るということは自分の非をみとめ反省し相手にその気持ちを伝えることです。これで相手は自分の気持ちを理解してくれます。そして相手からの気持ちをみとめ、敵意を捨てる「許す」ことも大切です。この二つの心を持つことで戦争はなくなると思います。そして最後に感謝の気持ちを持つことが大切です。どんな小さなことでも「ありがとう」と言葉にして感謝の意を伝える、それをすることで人と人の間におだやかな平和の花が咲きます。三つの心を大切にして、言葉にして伝えていくことをしていきます。
私にできること
八幡小学校６年　児童　
　平和な未来のために、私にできることは、四つあります。まず、一つ目は、学校の友達をいじめたり、悪口を言ったりして、まわりの友達を傷つけない事です。二つ目は、これからも、平和な世界にするために、私にできる事は、やっていく事です。例えば、毎年学校のみんなと協力して、千羽づるを折ったり、もくとうをしたりする事です。三つ目は、平和とは何かとみんなで話し合ったりする事です。広島は、たくさん授業で、平和とは何かと考えているので、ほかの国の多くの人々に平和を知ってほしいです。四つ目は、これからあとの世代の人にうけついでいく事です。語りべの方から教えていただいた事をつなげていきたいです。これからも、平和な未来がつづくためにがんばりたいです。
笑顔のかけ橋
八幡小学校６年　奥田　麻衣　
　私が思うに平和とは、笑顔です。人は楽しい時、うれしい時などたくさん笑います。笑うことによってみんなが楽しくなります。うれしくなります。未来は今の私達がつくります。笑顔は人と分かり合うことができます。協力することができます。たくさん泣いた後はたくさんの笑顔がまっています。けれど一人で笑うより、仲間と共に笑っていたほうが楽しさは倍になります。どんなに辛いことがあったり、ケンカをしたとしても、仲間と共に分かり合えたり、信じ合うことができます。だからひびの私達の笑顔は平和への第一歩だと思います。人を傷つけることはかんたんです。でも仲間と笑うこともかんたんです。だから私はこのみんなで作る笑顔をこのヒロシマから日本そして世界中へ、笑顔のかけ橋をつないでいきたいです。
今ぼくにできること
古市小学校６年　杉田　海
　八月六日、午前八時十五分、ぼくは毎年この日になると曽祖父を想いだします。ぼくの曽祖父は原爆症で亡くなりました。祖父から聞いた話では、曽祖父は当時商売をしており、その関係で色々な人と知り合う事があったそうです。貧しい時代だったにもかかわらず、困っている人がいると手助けをし、差別をすることもなくいつも周りにたくさんの人がいたそうです。写真で見る曽祖父は、どれも笑顔で幸せそうな顔をしています。笑顔でいる事で人のつながりができ、そしてまた自分も幸せになれる、ぼくはそう思いました。ぼくは曽祖父の様になりたい。ぼくの考える平和への一歩は、まず笑顔からだと思いました。
笑顔でつながる平和な未来
段原小学校５年　満　花音
　私が考える平和とは、みんなが笑顔で暮らす世の中です。音楽やスポーツや勉強を楽しんでできることだと思います。友達とけんかをしたり、悲しい出来事があったりすると、それらを楽しむことはできません。でも、よく話し合い解決すると、うれしくて幸せな気持ちになります。私の心の中も平和の花がさきます。
しかし、戦争をしている世の中では、みんなが笑顔になることは決してありません。今年、広島は原ばく投下から七十年になります。二度と戦争をしないために、私たちはひばく者の話を聞き、そして次の世代へ伝えていくことが大切だと思います。みんなが平和について考え、世界中の人と笑顔でつながることができたらいいなと思います。
小さな平和
仁保小学校６年　花田　亜沙陽
　私が考える「平和な未来」は身近なところで争いが起きず、遠くの国でも誰も争いによって死なないというものです。
遠くの国の争いを止めることはむずかしいけれど、身近なところのことは、私にも何かできると思います。
　例えば、自分の気持ちをきちんと相手に伝えることです。私は、つい先日、とても小さなことで家族とけんかになりました。それは、私の方が悪かったのにきちんと気持ちを伝えず、謝らなかったからです。
このようなことから、気持ちを伝えることが大切だと感じています。きちんと気持ちを伝えれば、周囲の人達とも仲良くできると思います。これは小さな平和だけれど、小さな平和は大きな平和への一歩だと私は考えています。
だから、これからは気持ちをきちんと伝えていこうと思います。
言葉が結ぶもの
江波小学校６年　小川　知友梨
戦いや、いさかい等は、何故、おこってしまうのでしょうか。私は、それは、一人一人の思いがすれちがってしまっているからだと思います。戦争の中で、戦争を心の中で反対していた人もいると思います。でも言葉に発しないと伝えることができません。私は、世界が平和になるために、まず、相手に自分の感情を伝えることから始めるべきだと思います。私は友達とけんかをしてしまったことがあります。でも、私は、相手の気持ちをまだ何も聞いていませんでした。このように、身ぢかにある、ほんのささいなことで、知らず知らずのうちにすれちがってしまっていることがあります。自分の気持ちと、相手の気持ちを大切にして、自分の思いが無だにならないためにも、相手に気持ちを伝えることは大切だと思います。私は、この世界が平和になるためにも、自分の気持ちも相手の気持ちも大切にしていきたいです。
みんなを認め合おう
八幡小学校６年　宮本　和宜
　日本は戦後七十年になります。そのことはよく学校でならいました。そのとき「命をうばうのは人、でも、命を守る、助けるのも人」という言葉が出ました。ものすごく大事なことだと思いました。
では、今、小学生の自分たちは何が出来るのか。人の意見を聞いていると答えは出ました。「いろんな人がいることを認めて、共に分かり合う」ということでした。たしかに考えが違っているだけでおかしな人と考える人もいます。自分もそうでした。でも、これからは話し合ったりするなどの方法で認め合っていきたいと思いました。人種、宗教、男女の意見が違っただけで、おかしな人と考える、けんかをする、戦争をするなどは絶対いけません。これをみんなに伝えたいとも思いました。
平和の大切さについて
　　　　　　　　　　　　幟町小学校６年　青山　香伶
　私は、未来が平和になるために、優しい心をもてるようにしようと思います。一人一人がみんなに優しくすれば、きっと世界は平和になると思うからです。そして、ぼ金なども積極的にしたりして、世界中の子どもたちとつながっていきたいです。少し前に、マララさんという人が、平和をうったえているニュースを見て、私はとてもおどろきました。遠くはなれた場所で、私たちのように遊べない子どもがたくさんいるのです。マララさんのように、大勢の前で自分の気持ちや平和の大切さを呼びかけることができる勇気に感動しました。私たちにも、それくらい大きなことができる勇気がないと、平和にはつながらないと思います。だから一人一人の気持ちをそんちょうし、勇気をもって自分の意見を主張できるようになりたいです。
言葉の力
福木小学校６年　内藤　康太
　平和になるためにぼくは何ができるのだろう。大きくなったら核兵器をはい絶させること？それとも外交をよくすること？いやいやもっと身近なところに平和はある。例えば、いつものあいさつ。おはようございます。この一言で相手を受け入れることができる。たった九字で。このように言葉にはすごい力がある。人を受け入れる力だ。
人を受け入れるとは人と仲良くなることだとぼくは考える。人と仲良くなることはとても難しい。人と人とはだれしもぶつかることがある。しかし、その後にすぐ仲直りすることができると、平和にぐんと近づくと思う。
言葉の力をどのように使うのかによりぼくの未来は変わるはずだ。また、世界の未来も変わるはずだ。ぼくは言葉を大切に使い、周りの人たちと仲良くなり、平和な未来を実現する。
私にできる数少ないことを
中野東小学校６年　水野　愛理
「ケンカはしないでね。」
これは、語り部の方の言葉です。当たり前のようなことだと思いましたが、よく考えてみると、私は、小さなもめ事で弟とケンカしてしまうことがあります。その小さなケンカからなくしていかないと、平和はおとずれないということを語り部の方に教えていただきました。
平和な未来のために、私にできることは、それほど多くはありません。だから、「戦争反対」と声をあげ、一人でも多くの人に自分の知っている戦争の話を伝え、ケンカをしないようにするという、私にできる数少ないことを、少しずつでもいいのでやっていきたいです。
伝える
福木小学校６年　柿野　詩友
　私はこれまで、平和学習や本などで戦争について勉強してきました。私は、どの勉強のときも悲しくなります。なんの罪もないのにころされる、まだ未来のあるおさない命も消える、戦争は、本当にいけないことです。二度とくりかえしてはいけないと思います。
だから私は、勉強して知った戦争のおそろしさ、命のとうとさを、まだ知らない下の学年の子に伝えようと思います。次の世代に教えます。それが、私にできることだと思います。私一人が、戦争をとめたり起こさないようにするのはむずかしいけど、みんなが「戦争はいけない」という意識をもてば、起こさないようにできるかもしれません。
だから私は一人でも多くの人に伝えていきたいです。
感謝を伝える
原南小学校６年　佐々木　杏瞳
この世界を平和にする。そのために私にできること。それは、たくさんあります。
学校での平和学習のいちばん最初、「あなたにとって、平和とは何ですか。」と質問がありました。私は、争いのない、みんなが平等で笑顔の世界だと思いました。そして次に、「そのために私たちにできることは何ですか。」とありました。それは、まず、感謝を伝えること。それが大切だと思いました。「ありがとう。」を、友達、家族、地域の人たちに伝えること。食べ物、服、本、つくえ、えんぴつ。それが、身近に、あたりまえにあること。
そんな小さなことからでも、広げていくこと、行動することが、平和につながると思います。
平和な未来
落合小学校６年　辻野　亜衣
　私が平和な未来のためにできることは、思いやりの心をもって行動することだと思います。たとえば、困っている人がいたら見てないふりをせずに助けてあげたり、ケンカをしている人がいたらとめたり、友達を大切にすることです。
　そして、平和への思いを受けついで、八月六日に落とされた原しばくだんで多くの人が亡くなったことを伝えていくことだと思います。世界中の人々が、平和について考えるようになると、戦争はもう二度とおこらないと思うからです。
あたりまえのことでも、思いやりの心をもって行動し、平和への思いを受けついで伝えていけば、平和な未来を創ることが出来ると思います。
私が考える、平和について今できること。
落合小学校６年　石根　史織
今、平和のために私に出来る事は、三つあります。
一つ目は、広島で生まれた、私の次の世代の人達に、原爆のおそろしさや、争いのみにくさを伝えていくことです。
二つ目は、学校などで平和についてしっかり学び、これからの広島にどうつなげていくか考え、日々平和な生活が続くよう願うことです。
三つ目は、日々笑顔をたやさず、思いやりの心を持ち、人に優しくすることです。
この、私が考えた三つのことは、今、私ができることだと思います。日々自分達が平和にくらせていることに感しゃし、これからもずっと、このような平和なくらしができるように、今の自分にできるさいぜんをつくしていきたいです。
ぼくの平和
伴南小学校６年　岩﨑　望
ぼくが考える平和な未来のためにできることは、二つあります。まず一つ目は、戦争、原爆のことをわすれずに自分の子供やまごなどの次の世代の人たちに伝えることです。七十年前のおそろしいできごとをしっかり伝えてこれから二度と、戦争をくりかえさないように伝えることはできると思います。
そして二つ目は、たとえけんかが起きても暴力を使わずに話し合いをするということです。暴力でおさえつけても、それはほんとうの「解決」ではありません。おたがいの考えを聞いて公平に解決するのが良いと思います。
ぼくは、この二つをこれからやっていきたいと思います。それからみなさんにもやってほしいです。そして、争いごとのない世の中になればいいと思います。
平和について学ぶこと、生かすこと
五日市南小学校５年　井上　花菜
　私が平和な未来のためにできることは、平和について学ぶこと、平和について、生活に生かすことだと思います。
平和について学ぶということは、この世のことを知り、自分がしなきゃいけないことを知ることになります。本を読む、ニュースや新聞を見る、語りべさんの話をよく聞くなどのたくさんの方法があります。
平和について、生活に生かすということは、学んだことを実行するということです。日ごろしているケンカは、本当に小さな戦争。人と人とがもめ、ぼう力をし、争うからです。人の意見も聞き、自分の意見も伝えれば良いのです。この作文に応募するのも平和についてできることの一つだと思います。平和な社会は私達でつくります。
二度と戦争が起きないために私にできること
牛田新町小学校５年　足立　こころ
　私は、戦争が起きるということは、国と国との争いが始まるということで、それは、何から始まるかというと、人が人をにくむということからだと思います。そんな小さなことから始まる、戦争が起きてしまったら、大事な友達がいなくなるかもしれません。大事な家族がいなくなるかもしれません。大事な自分がいなくなるかもしれません。話し合って決めれば良い問題を、人の命が失われるかもしれない戦争で解決するのは、いけないことだと思います。だから、私たちも、ケンカをしたり、ぼう力をふるったりして解決するのではなく、話し合って解決するようにしたいです。そして、いつもみんなにやさしくできるような大人になり、少しずつ平和な世界にしていきたいです。それが、みんなが自分の未来を不安に思わなくていいような、「戦争のない世界」に近づく第一歩だと思います。
すてきな笑顔
伴南小学校４年　石田　彩楓
　私たちが平和な未来のためにできることは、「すてきな笑顔でいること」だと思います。私はみんながすてきな笑顔でいることは、とてもはなやかなことだと思います。笑顔でいると周りにいる人の心がぽっと温かくなります。心が温かくなると、悲しいことやさびしいことをわすれてしまい、自分もとても楽しい気持ちになると思います。すてきな笑顔は、お花みたいに明るく、とてもかがやく表じょうです。
すてきな笑顔を少しずつ広げ、亡くなられた人のことを思い、平和のことを分かり合っていくことが今、私たちにできることだと思います。
友だちのためにできること
井口台小学校３年　岸本　紗和
　平和な未来のためにできることは、友だちがこまっていたりしたらたすけてあげたらいいと思います。友だちがもし、日直でまど開けなどしていて、大へんそうだったら、声をかけて、手つだってあげると、友だちも、たすかると思います。友だちに正しいことを教えてあげるのもいいと思います。友だちが、まちがったことをしていて、それに気づいて、ほっとかずに声をかけたらいいと思います。平和のためにできることは、ゆう気を持ってやるといいと思います。
たいせつなみらい
亀崎小学校２年　尾﨑　千歩
　わたしは、せんそうなどだいきらいです。わたしが、へいわなみらいのためにしていることは友だちにぼうりょくやけんかなどをしないように気をつけてあそんでいます。もしけんかなどがおきたときはとめるなどを心がけています。もしじぶんがけんかをしたとしてもじぶんからあやまることも心がけています。一かいけんかをしたこともあるけれどすぐなかなおりをしました。けんかをすることもあるかもしれないけどじぶんからあやまることもじぶんでそのほうがなかよくしやすいとおもっています。
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